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「フード・マイレージ」を用いた学生食堂の環境負荷削減の試み 
―鳥取環境大学学生食堂の事例から―

A trying environment load of school canteen using by food mileage 
－Case example by school canteen of Tottori University of Environmental Studies－

要旨：食料供給基盤のぜい弱化が進行して、我が国では食料供給のあり方について様々な観点からの検討
が求められている。その検討の１つに、食料の輸送量に輸送距離を乗じて求められる「フード・マイレー
ジ」という環境への影響を考慮した考え方がある。これは主に生産地から消費地までの食料輸送距離に着
目し、その間どの程度の環境負荷が掛かっているかを試算、比較するものである。本研究では、鳥取環境
大学学生食堂の事例を用いて、フード・マイレージによる CO2排出量削減の有効性を示す。
【キーワード】フード・マイレージ、CO2排出量、環境

Abstract：In Japan, the weakness of food supply base has made progress. The examinations are requested about 
food supply base from the various viewpoints. In many the examinations there happens the new idea called as 
“Food･Mileage” which is obtained the transportation distance is multiplied by the amount of transportation of foods, 
concerning considering the influence to the environment . 

　In this research, we have estimated and compared the environmental load, paying the attention to the food trans-
portation distance from production position to the consumption one. The effectiveness of reducing CO2 emission by 
the concept of Food Mileage is shown using the case of the university student dining room at Tottori university of 
environmental studies. 　　
【Keywords】Food Mileage, CO2 emission, environment
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１．はじめに
　食料供給基盤の脆弱化が進行している我が国では、食
料供給のあり方について様々な観点からの検討が求めら
れている。
　その検討の１つに、食料の輸送量に輸送距離を乗じて
求められる「フード・マイレージ」という環境への影響
を考慮した考え方がある。これは主に生産地から消費地
までの食料輸送距離に着目し、その間どの程度の環境負
荷が掛かっているかを試算、比較するものである。
　このようなフード・マイレージという新しい考え方を
用いて、本学学生食堂の環境負荷はどの程度改善される

かを試算する研究を行った。試算方法としては、我が国
においていち早くフード・マイレージに着目し、研究を
行っている中田氏（現農林水産省九州農政局）1）～4）の試
算方法を用いた。
　本研究では、鳥取環境大学学生食堂の事例を用いて、
本学学生食堂規模における、フード・マイレージによる
CO2排出量削減の有効性を示す。
　そのために、まずフード・マイレージの先行研究を取
り上げ、これまでどのような試算が行われているかを述
べる。次に、本研究での CO2排出量削減手法について触
れ、その中でフード・マイレージをどのように扱ったか
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価格の値上げは学生にとって望ましくないと考える。そ
れに加え、学生食堂の利益を損ねることにも繋がる。
　一方で、店頭価格の変更無くフード・マイレージを下
げることが出来たものは、仙台産のうどん（加工品2））
であった。そのうどんの製造元を西日本産へ変更するこ
とを考え、本学学生食堂へ依頼を行い、仙台産と同等の
値段で仕入れることが出来る広島産に変更することが出
来た。
　国内輸送はトラックが使われるため、海外から船で運
ばれるよりも１㎞あたりに排出される CO2排出量は多い
（国土交通省の係数による）。そのため、必ずしも海外
産のみに削減食材を絞らなくともよいと考えた。
　その結果、仙台産の時排出されていた CO2は一食あた
り12g であったものが、広島産に変更されたとき４ｇの
排出量となった。１日あたり平均50食消費されるため、
フード・マイレージを用いた試算によると、１日あたり
400g、年間営業日を掛けると年間84㎏の CO2排出量の
削減という結果となった。

７．おわりに
　「フード・マイレージ」は、環境負荷低減に効果を発
揮する考え方であることは論を待たない。
　CO2削減を小規模な環境で実施する場合、生産地が近
くで、さらに同価格以下で仕入れることが出来るものに
変更することで、ある程度の成果は得ることが出来る。
しかし、その成果は他業界の環境負荷低減への取組みと
比べると、微々たるものであり、CO2削減にコストを掛
けることによって、逆に人的な環境負荷を増加させるこ
ととなる。つまり、CO2削減コストに対しての CO2排出
量が少量であること、削減コストが高額になることで、
対策を実施すれば CO2削減以上に消費者へコスト負担を
強いることになり、消費者からの支持が得られず継続的
実施は絶望的である。
　小規模な食堂において、フード ･ マイレージは効果あ
る持続可能な CO2排出量削減方法とはいえない。「特に
本学学生食堂のような小規模で取り組む場合、フード・
マイレージによるアプローチは適さない。」と思わる。
それは、排出権取引市場の CO2１ t あたりのコストが
5,000円程度であり、その程度のコスト削減ではこの取
組みを実施することは難しいからである。これらの点を
考慮すると、小規模な環境ではフード・マイレージで十
分な環境負荷の低減は望めない。
　そうはいっても、輸送方法を変更することによって環
境負荷を低減させることが期待できる場合がある。特に
現れやすいのが、空輸を行っていた食材を陸輸に変更で

きる場合だ。これだけでその変化は著しい。このように、
食料輸送に関する環境負荷の低減を目指すのであれば、
モーダルシフト、地産地消、食育等の副産物によって実
質の CO2排出量を削減する効果が期待できる。
　しかし、CO2排出量削減という観点で削減コストを考
えるとき、フード・マイレージを用いた CO2削減は「大
量の経費コスト」を生産することになる。そのため、違っ
た観点や複数の観点からのアプローチが必要であると考
える。つまり、近年国民の間には食料の品質や安全性に
対する関心・懸念が大きく高まっており、この背景には
「食と農の距離」の拡大という事情があるといわれてい
る。食の安全性を向上する手段として、食品添加物を使
用している輸入品の使用を控える、食品の新鮮さを保つ
ため渋滞解消に巻き込まれない輸送効率化、地元食材・
文化を維持するために地産地消を行う、食の安全性を目
的としたフードシステムの構築等などが、効果ある手法
として挙げられる。そして、食べ残しを減らすこと、旬
の食材を食べること、地産地消による地域活性化など、
食育を発達させることによって、「食に係わる課題への
取り組みの副産物として環境負荷軽減」の位置づけで、
フード・マイレージによる環境負荷の軽減手法が使用さ
れる事が望ましい。　
　このようにして、350名程度の食堂においても CO2削
減のための対策費用を掛けての「フード・マイレージ効
果」が期待できるのである。
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注
１）本学学生食堂はセルフサービスで、各自が食べ終

わった食器を流し場に返却するようになっている。
食器を返却する際には、食器の汚れを流す場所で食
器の汚れを洗い流して食器を返却する。食べ残した
場合は、食べ残した食材ごと食器の汚れを流す場所
へ流すこになる。

２）本研究で扱うフード・マイレージは前提として加工
品は原材料まで遡ることなく、最終加工地を産地と
して取り扱っている。そのため、うどんのような加
工食料は、その原材料に至るまではフード・マイレー
ジに含まれておらず正確なものではない。
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